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ケ イ 酸 結 石 の1例
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SILICA  CALCULI: A CASE REPORT

Yasuyo Nishikawa and Haruo Ito 
From the Department of Urology, Teikyo University Ichihara Hospital 

Hideki Fuse and Jun Shimazaki 

From the Department of Urology, Chiba University School of Medicine

   A 66-year-old female visited our university hospital with the chief complaint of right lower 
abdominal pain in July, 1984. Kidney-ureter-bladder roentgenograms disclosed the right ureter 
stone and several left renal stones. She passed the right ureter stone composed of calcium oxalate. 
Thereafter, she passed small stones twice and sand stones twice until September, 1985. The stone 
analysis revealed two of them as silica. Although most patients with silica stones reported in Japan 
had a history of long-term medication of magnesium trisilicate, this patient had not taken this 
drug. Silica stones are rare and fifteen cases including the present case have been reported in 

Japan. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 625-627, 1991)

Key words: Silica calculi

緒 言

尿路のケイ酸結石は,1953年HammarstenらDが

第一例を報告 しているが,き わめて稀なもの とされ

る.わ れわれは本症の1例 を経験 したので報告する,

症 例

患 老:66歳,女 性

主 訴1右 下 腹 部痛

家 族 歴:特 記 すべ きこ と な し

既 往 歴:1979年 よ り高 血 圧 の た め 降 圧 剤(Methy-

ldopa,pindolo1)を 服 用,

現 病 歴=1984年7月14日,右 下 腹 部 痛 出 現 した ため

当科 受 診 し,入 院 とな る.

現症3身 長132cm,体 重44.5kg,栄 養 良 好,胸 腹

部 理 学 的 所見 異 常 な し.

検査 成 績:血 液 一般,血 液 生 化 学 検 査 で異 常 な し.

検 尿 ・pH6.0,蛋 白(一),糖(一),赤 血 球5～8/

hpf,白 血 球8～10/hpf.

尿 培 養 ・陰 性.尿 細 胞診 。classI.24時 間 尿 中 生 化

学 検 査 ・Ca189mg,P684mg,尿 酸275mg.

X線 学 的 検 査lKUBに て 右 尿 管下 端 に4×2mm

の 結石 お よび そ れ に 比 較 して 淡 い数 個 の左 腎 結 石 をみ

とめ た(Fig.1.A,B).

経 過 ・入 院後4日 目に結 石 の 自排 が あ り,分 析 の結

果=aカ ル シ ウム結 石 で あ った.容 器 に 採 尿 し,そ の

中 の 結 石採 取 を指 導 す る と,1984年10月 と12月 に,1985
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Fig.1・A・B・ 結 石 自排 前 のKUB・ 右 尿管 下 端(A)

お よび 左 腎 に結 石(B)が 存 在 した.

C.自 排 後 のKUB。 左 腎の 淡 い 結 石 陰影 は 消失

して い た.
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年6月 と9月 に左腹部痛が出現した後に結石の自排が

あった.1984年12月 と1985年6月 に自排 した結石 は

2,3個 の砂状結石で分析不能であった.1985年9月

に 自排した結石は黒褐色 で3×2×2mmで あつた

(Fig.2)・ この結石を自排後,左 腎の淡い結石陰影

は消失した(Fig.1.C).こ れ らの自排結石をシオノ

ギ ・バイォヶミヵル.ラ ボラトリーズで赤外線分光分

析を用いて解析した結果,そ の成分は1984年10月 の自

排結石と同じく二酸化ケイ素であった(Fig.3).他

の検査は結石の試料不足のため試行不能であった。

¢

考 察

ケイ酸結石は,本 邦において1978年 武本 ら2)が2例

を報告して以来,文 献的には自験例も含めて15例 が報

告されているにすぎない3-13)(Tablel).ま た,ケ イ

酸結石は一種の医原性疾患とされてお り,自 験例と西

垂 盛 隻
Fig.2・3×2×2mmの 黒 褐色 の結 石
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Fig.3・ 赤外線分光分析による結石分析は二酸化ケイ素であった.

a(

田 らto),山 本 ら13)の 症例 を 除 い た12例 は,い ず れ も ヶ

イ酸 マ グネ シ ウムを服 用 してい た.そ の服 用 期 間 は,

欧 米 で は数 年 と され て お り,本 邦 例 も1か ら10年 まで

が 多 か った 。Pageら は,投 与 され た ケイ 酸 マ グネ シ

ウムは 胃酸 に よ り分 解 され た 後,消 化 管 に 吸 収 され,

約5%が ケイ 酸塩 と して 尿 中 に排 泄 され て 結 石形 成 に

関与 す る と報 告 して い る14).

自験 例 の よ うに,ケ イ酸 マ グネ シ ウ ム剤 の服 用 が な

く ケイ 酸結 石 の 発 生 を み た 症例 を,Haddadら16),

Alpaughら16),Kimら17),西 田 ら10)と山 本 ら13)が報

告 して い る.Kimら は,草 食動 物 の ケイ 酸結 石 の発

生が摂取する食物中のケイ酸量と相関しているので,

ヒ トの場合も同様に,ケ イ酸を多 く含んだある種の野

菜の摂取が本症と関与している可能性 を示唆 してい

る.と くに,好 ケイ酸植物 と呼ばれているイネ科植物

(水稲,オ ーチャード,チ モシー.ト ウモロコシなど)

は ヶイ酸を積極的に吸収 ・集積している18).し か し,

自験例では,食 事の内容に特に偏 りをみないと思われ,

その成因は不明である.

ケイ酸結石のX線 透過性は,ケ イ酸を主成分 とする

場合は良く,X線 陰性結石もあるとされている.小 結

石が多いことも一 助となって いるか もしれ ない.一
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Tablel・ 本邦 報 告例

No報 告年度 報告者 年齢 性別 結石の大きさ ケイ酸Mg服 用

(mm)有 無 期間(年)

1

2

3

4

5

s

7

8

9

io

11

12

13

14

15

1978

■

1979

「

1980

「

1961

1983

〃

1964

1988

1988

1989

1990

1990

武 本 ら2,

西 田 ら31

広 興 瀬 らn

森 岡 ら5)

平 野 ら6,

小 谷 ら7}

坪 らel

F

深水 ら91

西田 ら1ω

池内 ら11,

平沢 ら12)

山本 ら137

自験 例

sa

42

34

44

55

65

65

61

56

60

58

43

55

33

66

F

M

M

M

M

F

M

M

M

M

F

F

M

F

F

12×10x6有2

3×2×2有 不明

小豆大 有1

不明 有5

8×6×6有10

5×4×4有1

5×4×3有8

不明 有5

不明 有1

サ ンゴ状 有30

5×3×3無0

4×3×2有2

小結石 有15

直径2mm無0

3×2x2無0

方,カ ルシウムとの混合結石の場合,中 心部のケイ酸

と有機物の層は結晶性がよくなく,周 囲にカルシウム

塩が沈着 しているため,X線 上では中心部が周囲に比

べ薄く撮影されると報告されている19)し たがって,

X線 陰性結石が疑われる時,あ るいは,上 記の所見の

結石の場合はケイ酸マグネシウム剤の服用の有無を考

慮しなければならないと思われる.

結 語

66歳 女性でケイ酸結石の一例を報告した.自 験例は

本邦で15例 目にあた り,本 症が必ず しもケイ酸マグネ

シウム剤による医原性のものでないと考えられた.
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